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Prospects and Disappointments of Tourism Capitalists 
at Kyoto in the Late 1890’s:












































































































































































































して荒川宗助，松居庄七各 500 株，寺村助右衛門 400 株，中野忠八 300 株，林長次郎 250 株の 5
名⒁，紡績への主要投資家⒂として西村仁兵衛，荒川宗助（京都絹糸紡績），松居庄七（日本紡績 300
株），内藤友次郎（平安紡績 225 株）の 4 名などである。当社と投資家層が最も重複するのが明治








は 24 年 4 月京都商業会議所会員に初当選した同期生で，その後河瀬が 26 年 3 月以降連続当選，





始動したのではなかろうか。このあと 34 年 3 月には柊屋の西村も会議所メンバーに当選⒄した
のも当社発起が契機となったことをうかがわせる。
4．株式申込取扱銀行

















いかなる特色が認められるであろうか。30 年 7 月 8 日の株式募集広告では鴨東銀行，京都農商





経緯を推測させる。次に②京都農商銀行⒇は 29 年 6 月設立，払込資本金 5万円，33 年 3 月 20 日
に発行された金辺鉄道社債の募集取扱を行ったが，34 年 5 月 7 日支払停止，重役が私財を担保
に資金を調達，34 年 5 月 14 日営業再開，35 年 9 月 13 日開催の金辺鉄道債権者会に羽室，西堀
が出席した。（35.9.20R）。平安紡績，金辺鉄道等への投融資が固定化した同行は 36 年 7 月「行務
の整理に充てんか為め」（36.8B）資本金半減を議決，37年 10月資本金 15万円を 10万円に減資後，
京都貿易銀行に吸収合併された。
　③日本産業銀行は糸物商・寺村助右衛門らにより 29 年 10 月21，資本金 50 万円，1万株，額面
50 円で下京区烏丸西入ルに設立された。33 年 12 月末の預金 28.5 万円，貸付金 79.6 万円で，預
貸率は 279.3％と，京都の 12 銀行中で最も高く22，「放漫振も此所迄行けば却って愛嬌もの」23と
称されたほどの問題銀行であった。35 年 11 月 10 日取付に遭遇，交換不能寸前の不祥事を起し，
頭取寺村助右衛門辞職，38 年 2 月解散，八田一精らが清算人となった。（40.1.1B）
　さらに④株式会社三頭銀行は 27 年 3 月 8 日東京市日本橋区小網町一丁目に資本金 8万円で設
立されたばかりの新設銀行であった。日本橋小舟町三丁目十五番地に移転，資本金 20 万円に増

























ると，三治楼主と推定される松田治右衛門が 11 月 29 日敷地の所有権を沢田文二に，ほぼ同時に
三治楼の建物・造作・営業権一式を嵐山三軒家株式会社ヘそれぞれ譲渡したものと推測される。





「地所千百六坪及在来建家共買入代価」（募集）に当初資本金 8万円の 41.3％に相当する 3.3 万円
を投ずる目論見にも支障が生じて値引交渉など遅延が発生した結果，同社が期待していたはずの
秋の紅葉シーズンの開業を逸した可能性もあろう。31 年 1 月 3 日『日出新聞』に「謹賀新年　
明治三十一年一月一日　京都嵯峨・嵐山三軒家株式会社。追白　弊社近日仮開業仕リ，席貸料理
旅館温泉遊船等ノ業ヲ相営候間倍旧ノ御愛顧ヲ蒙度偏ニ奉希上候」（M31.1.3 日出⑬）との仮開業



































　31 年では嵐山三軒家株式会社（葛野郡嵯峨村）は設立明治 30 年 10 月，営業の目的「料理旅宿












　明治 34 年版では資本金は 6万円から 1.5 万円減資して 4.5 万円（払込済），役員は林長次郎が社
長に就任，沢田，西村，西田の 3専務体制となり，新たに河瀬勘兵衛，谷口平兵衛が監査役に加















































での清算，1株 20 円の投資が僅か約 30 銭しか回収できなかった観光投資家の違算の原因は十分
には判明しないが，次の諸点は確認できる。すなわち①まず京都経済界の当時の一般的な状況は
明治 34 年の金融恐慌以来「経済界の趨勢…久しく不況の域に沈淪…恐慌以来資力乏しきもの破
産廃業等を為し，其の数を減じたる」（M35.9.21 日出②）「西陣機業家の困難」が 35 年ころ地元紙
にしばしば報じられ，公売・競売公告も連日紙面に掲載されるほどであった。好況期に西陣の旦
那衆などの気前よい散財に多く依存していたはずの当社のような高級料亭は「西陣不況」
（M35.9.21 日出②）の悪影響を蒙ったことは想像に難くない。② 36 年 8 月 27 日株式募集を取扱い，
支援銀行であったはずの「鴨東銀行ハ株主総会ノ決議ニ因リ…解散」（M36.9.2 官報）した。③ 36
年 8月 31日付で確認できた最後の社長であった「取締役林長次郎，右辞任…登記」（M36.9.4官報），
④ 36 年 11 月 24 日付で創立委員・初代支配人（諸M31, p134，諸M32, p155）を勤めた実務者・栗
原祐熊（葛野郡嵯峨村）も自己の京都養兎場の商号を正式に登記（M36.11.28 官報），当社を退職し
たと推定。



























































⑴　高浜虚子「俳句の五十年」（昭和 17 年）『作家の自伝 6　高浜虚子』平成 6年，日本図書センター，p23
⑵⑶　谷崎潤一郎「細雪」『谷崎潤一郎全集　第十五巻』中央公論社，昭和 48 年，p859, p141。谷崎が描い





見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 9号，平成 22 年 3 月参照。
⑸　不動産・開発業は拙稿「近江商人系資本家と不動産・観光開発─御影土地を中心として─」『彦根論叢』
第 375 号，平成 20 年 11 月，「海と山のリゾート開発並進と観光資本家の興亡─大正期の別府土地信託，
別府観海寺土地を中心に─」『彦根論叢』第 381 号，平成 21 年 11 月などを参照。温泉会社については「温
泉会社の源泉リスクと観光資本家─遠距離引湯の廃絶例を中心に─」『彦根論叢』第 386 号，平成 22 年
12 月参照。
⑹　拙稿「嵯峨・嵐山の観光先駆者─風間八左衛門と小林吉明らによる嵐山温泉・嵯峨遊園両社を中心に─」
『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 10 号，平成 22 年 10 月参照。
⑺　たとえば嵐山三軒家の所在する地域を走行する京都鉄道の発起人に関しては老川慶喜『明治期地方鉄道
史研究』日本経済評論社，昭和 58 年，p25 以下を参照。
⑻　小林吉明『都の乾』花の巻，29 年 3 月，出版者山鹿粂次郎，p36。明治 10 年代の「三軒茶屋は以前は






















p3，徳永慶太郎『都ホテル 100 年史』都ホテル，昭和 64 年，p10 などを参照。
⒇22　『京都銀行五十年史』京都銀行，平成 4年，p50, 56, 47
21　「現在過去諸会社調」『府誌編纂資料商業機関，金融，倉庫　商工課』大正三年，京都府庁文書
23　平井瑗吉『京都金融小史』昭和 13 年，p53
2425　『本邦銀行変遷史』銀行図書館，平成 10 年，p315, 188
26　伊藤喜十郎（大阪市東区平野町 2-52）は両替商から金庫商に転身し，発明諸品及雑貨商・伊藤喜商店を
経営する傍ら，高野鉄道，大阪巡航などの社長となった人物であるが，15 ～ 16 年には短期間ながら株式
仲買業を営み，後に「月賦方法により債券販売を営む」（『財界一百人』，p148）日本債券社長，浪速ビル
ブローカー取締役（要T9 役上 p14）を兼ねた。おそらく明治 30 年代にも後年の現物商に近い証券業務
を行っていて，嵐山三軒家のような新設会社株式をも取扱っていたものと推測される。
27　中ノ島ホテルは大阪市北区中之島に明治 29 年 5 月 20 日落成した草野きみ経営の大阪ホテル（旧自由亭




務，公債株券類 200 円（商資, p253），所得税 18.00 円，営業税 30.00 円（商，ろ , p83），旅人宿・雑貨（『商
工資産信用録』商業興信所，明治 42 年，p110），沢文旅館本店・京都物産陳列所（麸屋町押小路北），沢




と先進性を評価された旅人宿・柊屋の当主。所得税 15.134 円，営業税 35.792 円（商，ろ, p82），嵐山三軒
家常務，公債株券類 913 円（商資, p46），明治 34 年 3 月旅宿業として京都商業会議所会員当選（前掲『京
都商工会議所史』，p533），柊屋旅館本店（麸屋町姉小路北）・柊屋旅館別荘（麸屋町），所得税 38.59 円，
営業税 39.82 円（日韓上, p87），明治 43 年 4 月特許自動運輸監査役就任。
32　丹治直治郎は金襴類表具裂地商・布袋屋，所得税 85.185 円，下京区富小路通松原下ル本上神明町 8（紳
M32, p790），錦金襴商・兼表装裂地類，熊谷商店，所得税 58.064 円，営業税 55.28 円（商，ろ p14）
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を京阪から継承して「沢文・八新・萬亀の 3者共同経営の料亭」（『鉄路五十年』京阪電気鉄道，昭和 35 年，
p95）とすべく計画し，京阪電気鉄道に対して「料理旅館兼温泉経営のための資金ならびに地所借入申込
み」（前掲『鉄路五十年』，p95）を行ったほどであった。また柊家も後に東京に柊屋支店を設置した。
